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１ 寄附講座の目的 

眼疾患のアンメットニーズを克服する新規治療薬、医療機器、再生医療等製品の開発を目的とす

る。克服目標とする研究開発は、マイボーム機能不全の本質的な改善薬、緑内障視神経障害の進行

阻止薬、眼精疲労の治療薬、小児近視の進行抑制薬と医療機器、培養角膜内皮細胞を用いた再生医

療等製品、角膜保存法などについてである。 

 

２ 報告年度に係る取組状況 

マイボーム腺機能不全（MGD）治療薬の開発については、AMEDのCiCle事業とも絡んで、MGDに関わる

臨床所見と自覚症状のデータ取得、マイボーム腺分泌脂からのステロイド代謝物の検出、脂質分析、マ

イクロバイオーム解析をおこなった。この統合的解析により、MGDと健常者の加齢性変化の違いを捉え

ることが出来るようになった。眼精疲労に対して低濃度サイプレジン点眼液の効果を検討するために、

まず安全性試験を実施した。このデータを基として特定臨床研究の承認を得た。本試験を今年度に実施

する予定である。小児近視進行抑制にかかわる疫学的データを取得し公表した。また、レッドライトセ

ラピーの臨床試験に関与することになった。培養角膜内皮細胞Vyznovaの承認後臨床研究を実施して、

安全性と有効性を引き続き検討している。角膜保存法の開発に努めている。 
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